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現代社会において、データサイエンス・AI技術の発展は目覚ましいものがあります。大量のデータからその背後に
潜む価値ある洞察を引き出すデータサイエンスは、近年、科学、工学、医療などの多岐にわたる分野において重要な
役割を果たしています。一方、生成AIをはじめとするAI技術も多岐にわたる分野において重要な基盤として活用され
はじめており、その影響力は日増しに広がりを見せています。このような環境の中で、データサイエンス･AI分野の教育
は分野の垣根を越えてますます重要になってきています。

東京科学大学の理工学系（旧東京工業大学）では、全国に先駆けて2019年度に開始したデータサイエンス･AI大学
院全学教育を基盤としてトップ人材を育成するための「共創型エキスパート人材育成プログラム」を推進してきました。
さらに他大学に展開するための教育拠点化を目標として、2022年度に「データサイエンス･AI全学教育機構」を設置し、
文部科学省が推進する「数理･データサイエンス･AI教育の全国展開の推進」事業の拠点校として活動してきました。また、
本学の医歯学系（旧東京医科歯科大学）では、2022年度から同事業の特定分野校（医歯薬学分野）として全国の
医歯薬学分野の大学への展開を推進しており、2024年10月からデータサイエンス･AI全学教育機構に合流しています。

東京科学大学 データサイエンス・AI全学教育機構のミッションは、1) データサイエンス･AIを駆使し、2) データサイエンス･
AIで交わり、3) データサイエンス･AIを教えることができる、「共創型エキスパート」を育成することです。すなわち、
高度な専門知識や技術を有するだけでなく、専門分野の境界を越えてイノベーションを創出し、その未来を担う人材の
育成ができる人材を育成することを目標としています。

データサイエンス・AI全学教育機構は、ミッション達成のため、リテラシーレベル、応用基礎レベル、エキスパートレベル、
エキスパートレベルプラスとよばれる体系化された全学教育プログラムを提供しています。全学教育プログラムは、学士
課程から修士課程および博士後期課程の全学生を対象としており、理工学系から医歯学系にまたがる広範な領域を
カバーしています。また、産業界との連携のもとで社会問題解決能力を涵養する共同教育を推進しています。

2025年度は、本機構の教育・共創活動をさらに発展させる多様な取組を推進しました。主なものとして、まず、
「DS・AIを教えることのできる」人材育成を目的とするTF（Teaching Fellow）育成プログラムでは、プログラムを修了
した博士後期課程学生が学士課程向け授業を初めて担当し、自身の専門性を生かした講義を実施するなど、本機構が
目指す共創型エキスパート人材育成の具体的な成果が現れました。あわせて、会員企業向けに「社会人共創教育プロ
グラム」を新たに開設し、学生・企業・教員が協働する共創グループワークを通じて、実社会の課題に対するデータ
サイエンス・AI活用を実践的に学ぶ機会を提供しました。さらに、医学・歯学・薬学・看護学の各分野代表教員と本機構

メンバーで医療系データサイエンス標準教材作成WGを
組織し、医学・歯学・薬学・看護学にまたがる第一期教材
の整備を進め、医療系分野におけるデータサイエンス教育
の全国展開に向けた基盤づくりを着実に推進しました。

東京科学大学は、データサイエンス･AI分野のトップエキ
スパートを輩出し、その知見を国内外の大学や企業と共有し、
データサイエンス･AI教育を広く展開することを目標とし、
社会的課題の解決に貢献したいと考えています。今後とも
皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

データサイエンス･AI 全学教育機構
機構長　小野 功
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